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 （続紙 ２ ）                          
（論文審査の結果の要旨） 
中国経済に関する経済地理および産業立地に関する研究は近年内外の研究者の注目を集
めている。その中にあって、本論文は重複建設と産業立地の集中化－分散化を実証分析対
象にすえたユニークな研究であり、丁寧に多くの先行研究を整理し、独自の視点から集中
化と分散化の動態に光を当てようとした点において高く評価されるべき研究成果であると
考えられる。とりわけ、各章における結論はきわめて説得的であり、既存の推定を覆すも
ので、興味深い。 
まず、第１章では、中国の経済発展に伴って、沿海地域において優位性を失われた産業
が内陸部に移転されることが期待されて、政府もまたその移転を積極的に推進してきた。
しかし、本研究の結果によれば、そのような産業移転はまだ起きていないことが導き出さ
れる。アパレル産業をはじめとする労働集約的な企業は中国から海外に移転してしまった
という事実と合わせて考えれば、本章での研究結果はきわめて説得的であり、既存の仮説
に対し新しい見方を提示している。 
また、第２章では、従来の地域経済研究より詳しい産業分類を用いて地域集中ジニ係数
等を計算し、2000年代後半においては、中国における産業立地は分散化していると結んで
いる。市場経済化が進んでいる中国経済において、産業立地がより集中化すると考えられ
がちであるが、それとは異なる分散化の発生を論証する実証水準は高く、新しい学術的な
共有知になるものと思われる。 
第３章では、産業立地が分散化する重要な要因の一つとして国有企業の存在があると言
われているが、本章では、国有企業比率と産業立地の分散化の間に決して線形的な関係が
あるのではなく、むしろU字型の関係があることを発見している。この発見を手がかりに、
いわゆる国有企業と民営企業が共に参入している混合市場においてこそ、地域保護主義や
重複投資、そして過剰生産能力の問題が生じたことを明らかにしている。この分析結果は
今日の中国における過剰生産能力の問題を理解するうえで非常に重要な発見であると言え
よう。 
 以上のように、本論文は中国における地域経済論に正面から挑戦した好論文と言えよう
が、同時に研究課題のスケールの大きさゆえに以下のような問題を孕んでいる。 
第1に、筆者は産業立地の分散化と生産能力過剰の主たる説明要因に「地域保護主義」の
作用をあげているが、本論文のなかで「地域保護主義」自体に関する検討は必ずしも十分
に行われているわけではなく、地域保護主義の実証に耐えるだけの測定指標の提示にまで
至っておらず、この点で研究をさらに深める余地がある。 
第2に、本論文の中心的な実証課題である集中化と分散化の研究について主に国内資本を
対象にしているが、改革開放化により市場経済化がリードされた中国では、外資企業が産
業立地にどのような役割を果たしたのかもまた検討する余地があろう。 
第3に、中国経済の動態を不足から余剰に、過剰生産能力の存在に求めている点はきわめ
て興味深い視点であるが、その転換はどの時点で、何を契機に生じたのかまで言及されて
もよかった。1990年代半ばの構造転換を転換契機にするのであれば、いかに変化が生じた
のかもまた本論の課題にかかわってふれられてもよかった。 
さらに、本論文の延長線上で、産業立地の分散化問題と生産能力過剰問題について筆者
自身の解決策の提言も期待される。 
 しかしながら、以上の諸問題は、筆者が今後の研究に取り組むべきものであり、本論文
の意義をいささかも損なうものではない。よって本論文は博士（経済学）の学位論文とし
て価値あるものと認定する。なお平成28年5月18日に論文内容とそれに関連した口頭試問を
行った結果、合格と認めた。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
